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西脇市Facebookでも情報発信中！
紙面に載せきれないまちの話題がど
んどん届きます。

まちの話題まちの話題

新ごみ処理施設起工
　令和８年４月の稼働を予定している西脇多可行
政事務組合の新ごみ処理施設建設工事の起工式が
挙行されました。両市町の関係者や地元住民の代
表者、施工業者らが出席し、工事の安全を祈願し
ました。新施設は４階建てで、延べ床面積は約９
千200平方㍍。一日約60㌧のごみを処理すること
ができます。〔７月20日／多可町中区〕

加古川線維持・存続に向けて
　利用者数が低迷するＪＲ加古川線（西脇市駅－
谷川駅）を守ろうと、黒田庄まちづくり協議会と
比延地区自治協議会、久下自治振興会（丹波市）
が協議会を設立。黒田庄まちづくり協議会の藤原
悟さんが会長に就き、今後は同区間の利用促進や
維持・存続に向けた取り組みを進めます。〔６月
30日／山南住民センター（丹波市）〕

俳優・六角精児さんと開
業100周年を祝う

　ＪＲ加古川線が全線開業から100
周年を迎え、西脇市と丹波市、西日
本旅客鉄道株式会社（ＪＲ西日本）
は、西脇市駅で記念セレモニーを挙
行。多くの関係者のほか、鉄道好き
で知られる俳優でミュージシャンの
六角精児さんが出席し、テープカッ
トで節目の年を祝いました。
　また、六角さんのライブ＆トーク
ショーでは、ローカル線の思い出話
や演奏を披露。「ローカル線は日本
の毛細血管のような存在で、地域の
特色を伝えている」などと、ローカ
ル線の重要性を語りました。
　加古川線は大正２年、播州鉄道・
加古川町駅（加古川駅と統合）―国
包駅（現・厄神駅）間が開業。大正
13年に野村駅（現・西脇市駅）―谷
川駅間が延伸開業しました。記念の
ラッピングをした列車が来年２月ま
で運行されています。〔７月７日〕

　みなみ会の教職員ＯＢや大学生
が小中学生の学習を支援する「夏
休みの宿題をやっつけよう！」が
市内12ヵ所で始まっています。子
どもたちは指導を受けながら、真
剣な表情で宿題に取り組んでいま
す。〔７月22日～８月24日〕

　短冊に願いを書いて笹に結ぶコ
ーナーを設置。子どもたちに日本
の伝統行事の七夕に触れてもらお
うと企画したもので、来館者は願
い事を書いた色とりどりの短冊を
つるしました。〔６月30日～７月
14日／みらいえ〕

　北播保護区西多分区保護司会が
「社会を明るくする運動を中学生
と考える集い」を開催。宇仁菅勧
会長は「罪を犯してしまった人の
立ち直りを地域全体で見守ること
が必要」と生徒に伝えました。
〔７月８日／西脇南中学校〕

宿題を一緒に 短冊に願いを込めて 地域の力で非行を防ぐ
ささ

地域を担う人材の育成を
目指して小中高が連携

　市と市教育委員会、西脇工業高校
は６月25日、市役所で小中高連携の
推進に関する覚書を締結。ものづく
りの人材育成に秀でた西脇工業高校
と、未来を担う子どもたちを育む小
中学校が連携し、持続可能な地域社
会の創り手育成を目指すもので、片
山象三市長は「国内でも新しい取り
組み。地域を担う子どもの学びをと
もに支えていきたい」と述べました。
　また、西脇工業高校ロボット工学
科２～３年生が７月18日、西脇東中
学校で３年生を対象にした出前授業
を実施。中学生は高校生に教わりな
がら、タブレット端末で飛行プログ
ラムを設定したドローンを操縦しま
した。「専門用語をできるだけ減ら
した説明を心掛けた」と高校生。中
学生は「プログラムを設定したドロ
ーンが実際に飛んで、楽しかった」
と笑顔で感想を述べました。
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